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会議名 

（審議会等名） 
令和３年度第２回相模原市入札監視委員会（書面会議） 

事務局 

（担当課） 
契約課 電話０４２－７６９－８２１７（直通） 

開催日時 令和３年１０月８日（金)～１０月２０日（水） 

開催場所 （書面会議） 

出 

席 

者 

委 員  ５人（別紙のとおり） 

その他  ０人 

事務局  ４人（契約課長 他３人） 

公開の可否 □可  ■不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部

不可の場合は、

その理由 

書面会議のため 

（審議を書面で行った理由） 

新型コロナウイルス感染症拡大防止が求められている中、委員等が

一堂に会する方法により会議をすることは困難なため、書面により

監視委員会委員の意見・賛否を求め、会議の開催に代えることとし

た。 

会議次第 

１ 議題 

（１） 入札契約手続きの運用状況等について 

ア 令和３年度第１四半期分 

（２） 抽出事案の審議について【非公表】 

  ア 県道５２１号災害防除工事 
  イ 市立大野南中学校Ａ２昇降口棟改築工事 
  ウ 市立相陽中学校Ｂ棟長寿命化改修機械設備工事 
  エ 駅自由通路等（相模大野駅南口）エスカレーター改修工事 
  オ 中学校給食調理業務委託（緑区） 
  カ 中学校給食調理業務委託（南区１） 
（３）「入札監視委員会における案件抽出の基準について」の 

改正について 
２ その他 

 

 

 

 

 



審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

１ 議題 

（１）入札契約手続きの運用状況等について 

     事務局から説明資料を送付し、書面により次のとおり審議を行った。 

 〈質疑応答〉 

  ○エレベーター改修工事について、価格の適正性の確保のためにどのような工

夫をしているか。（細田委員長） 

  ⇒●本市発注の建築工事における設計については、公共工事を対象として、公

共事業従事者の賃金実態を調査する「公共事業労務費調査」の結果に基づ

き、国が公共工事の積算に用いる単価として決定された「公共工事設計労

務単価」や、（一財）建設物価調査会及び（一財）経済調査会が発行してい

る「物価資料」から設定した資材単価等を四半期ごとに更新し設計してい

ることや、本件においては、最新の見積もりを聴取し、設計に反映するな

ど、時勢にあった適正価格での積算を行っている。 

また、本件は、既存のエレベーターを完全撤去し、新規のエレベーターを

設置する工事としていることから、通常のエレベーターの維持補修工事に

おいて見受けられる、特定の事業者のみが参加可能な入札ではなく、通常

の一般競争入札で公告していることも価格の適正性につながっていると考

えている。 

  ○地域包括支援センター運営事業業務委託については、公認会計士として、各

団体の財務分析、採点に携わっている。本件は、その他の評価項目について

も点数化し、点数の高い団体に市の提示した金額で委託するというものであ

る。本件プロポーザル方式は、入札とはかなり異なる内容であり、このよう

なプロポーザル方式についても、今後審議を行うとなると入札監視委員とし

ては、落札率などでは判断できず、資料記載の内容のみの検討しかできない

のではないか。（舟戸委員） 

  ⇒●プロポーザル方式に係る審議の視点としては、①業務内容等から競争入札

によることが適切と考えられるにもかかわらず、安易に随意契約であるプ

ロポーザル方式を採用していないか、②参加者数や辞退者数から過剰な条

件設定、偏った業者選定の疑いが見て取れないか、③業務内容や評価項目

から特定の者に有利な手続きの疑いが見て取れないか、といったものを想

定している。プロポーザル方式で契約候補者を選定する際の評価委員会に

は、契約候補者選定後のチェック機能は無く、また、原則構成委員の過半

数を外部委員としているが例外も存在することから、事後的な監視委員会



による審議は一定の意義のあるものと考えている。なお、上述した以外の

審議視点の可能性も含め、審議に当たって必要な情報として、資料に追加

すべき項目などあれば、御意見いただきたい。 

    また、現状、プロポーザル方式による契約金額 3,000 万円以上の契約とい

う機械的な線引きを行っており、ここから個別の事案の特徴により審議対

象外とする取扱いは、どのような事案を対象外とすべきかに関し御意見を

いただきつつ、検討したい。 

○今回の資料では、プロポーザル方式に係る審議の視点として想定する３点に

ついて審議するには、抽出事案としなければならない。抽出なく一覧表に含

めているだけでは、審議したとは言えないのではないか。３視点が事案抽出

の時点で読み取れるよう資料作りをお願いしたい。 

また、審議対象・対象外の線引きについて、監査論の考え方だが、公認会計

士もすべての事項を確認・審査するのは困難なため、重要性の基準として金

額で線引きを行う。個別の事案を審議対象外とすることは、市の恣意性が介

入してしまう懸念もあるだろうということも考慮すると、金額の大きい契約

を入札監視委員会の審議対象とすることは適切と考える。（舟戸委員） 

⇒●プロポーザル方式に係る審議の３視点については、今回資料作成の段階で

概ねカバーできるような項目建てをしていたつもりだが、プロポーザルの

評価委員会の審査資料に比較すると簡素なものであり、御指摘のとおり不

十分な部分はあっただろう。評価委員会と同等の審議を入札監視委員会の

場で行うのは現実的ではないが、次回資料の作成に当たっては、プロポー

ザル方式採用の意図や提案業者の評価結果を記載するなど、可能な範囲で

審議の質向上のための資料充実に努めたい。併せて、委託審議のあり方自

体についても引き続き検討を行いたく、御意見・御指摘いただきたい。  

    

（２）抽出事案の審議について 

    法人に関する情報又は個人の当該事業に関する情報であって、公にすること

により当該法人等の権利、競争上の地位その他正当な利益を害する恐れがある

ため、内容非公開。 

 

 （３）「入札監視委員会における案件抽出の基準について」の改正について 

    事務局から改正案及び説明資料を送付し、書面により次のとおり審議を行っ

た。 

   〈意見・質問等〉 

    なし 

   〈結果〉 



    全会一致で、原案のとおり改正が承認された。 

 

２ その他 

 

 

 

 



 

 

相模原市入札監視委員会委員出欠席名簿 

 

 氏   名 所 属 等 備  考 出欠席 

１ 大塚 誠 
桜美林大学  

ビジネスマネジメント学群 教授 
 出席 

２ 梶田 佳孝 
東海大学 工学部 

土木工学科 教授 
 出席 

３ 川合 きり恵 弁護士  出席 

４ 舟戸 麻衣  公認会計士・税理士  出席 

５ 細田 孝一 神奈川大学 法学部長 教授 委員長 出席 

 

 

 

 

 

 

  


